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1) Characteristics of rivers in Japan 
 

■ Features of the topography  

 ・ Island around the sea 

 ・ High mountains in the center of the island 

       （2000m～3000m） 

 

 

■ Features of the Japanese Rivers 
 ・ A basin area is small.  

 ・ Short length of rivers 

 ・ Steep slope → Short flood time(１～3 days) 

            Quick change of flow 

 ・ People live in the flood plains  

      around the river mouth.  
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Many rivers in Japan are very steep with a 
short distance from the source to sea, resulting 
in rapid flow. 
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Lorre River Rivers in Japan 
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Rainfall Population and annual precipitation of Metropolitan Cities 
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Rainfall of Japan and the World 
Annual rainfall of Japan is approximately twice as much as the world average, 800mm. 
Its volume per person of Japan is a third of the world average because of population and area. 
Volume of the precipitation of Japan is concentrated in early summer and Typhoon season 
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Rapid water level increase 
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          Relation between flood discharge per unit catchment   
          area (m3/sec/km2) and flood duration (days) 
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日本の国土利用状況
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Flood threatens peoples’ lives  
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      2) Challenges of river management 
 

① Preventing Disaster 

(Flood control and 

 reduction of damage) 

② Water use right system and  

Conciliation of river water 

use during drought time 

③ Environment Protection 

 and Mitigation of impact 

 of river construction works 

④ Making consensus  

among stakeholders  

with different interests 

(river users, fishery,  

navigation etc.) 



3) Comprehensive flood management  

(1)Structural 

measures      

along the river  

(3)Non-structural 

measures to 

alleviate damage  

(2)Retaining water in 

the basins     

( land use plan )  

Conservation of farmlands to prevent from 

rapid runoff  

Constructing retention ponds  

Constructing rainwater tanks  

Constructing permeable pavements and 

seepage pits 

Establishing flood alert and evacuation 

warning systems  

 Flood fighting and urgent response activities  

Promoting awareness of local residents  

River channel improvement  

Construction of dams, retarding basins and 

diversion channels etc. 



Structural measures - River channel improvement -  
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Excavating and 
dredging 

Widening  Quakeproof 
Protecting blocks 

Narrow and small flow 
capacity 

Sediment deposit Old blocks  



Structural measures – Retarding basin – 
Nabirenuma retarding basin cut flood peak of Deki river (Miyagi pref.) 

Retarding 
basin 



Nabari city 

Shorenji dam 
Hinachi dam 

Murou dam 

Nara pref. 
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Nabari river 

Nabari river 

Cooperated operation 

  Structural measures - Cooperated operation of dams - 
      The operation was done to cooperate among the three dams effectively while observing  
forecasted rainfall in Kizu river during the typhoon No. 18 in 2009 and reduced 1.5 m water 
level below H.W.L. to avoid inundation in the area of 1,180 households. 
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Usually using tennis courts 

Kirigaoka  reservoir 

(Tsurumi river) 

Function as a pond during heavy rain 

Retaining water in the basins  
- Flood retention pond -  
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permeable pavement permeable tile pavement 

Tokyo 

Retaining water in the basins  
- Permeable pavements in urban area -   
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Easy to walk 
without no pool. 
It also prevents 

from rapid runoff to 
the river 
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））） 
Emergency 
alarm mail  

Rainfall gauge  

Provide information to Ground Digital Broadcasting 
（Public broadcasting stations and commercial broadcasting） 

Non-structural measures 
- Flood Alert & Evacuation Warning systems - 

S 川 は ん 濫 危 険 情 報

S 川 洪 水 予 報 第 ○ 号

洪 水 警 報

平 成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 2 2 時 4 0 分

□ □ 河 川 国 道 事 務 所 ・ ☆ ☆ 気 象 台 共 同 発 表

S 川 は ん 濫 危 険 水 位 に 到 達 は ん 濫 の お そ れ あ り

【 主 文 】

Ｓ 川 の Ｓ 水 位 観 測 所 （ Ａ 県 Ｂ 市 Ｃ 地 区 ） で は 、 は ん 濫 危 険 水 位 に 達 しレ ベ ル ４ に 移 行 しま し た 。

Ｃ 市 Ｄ 地 区 ～ Ｅ 地 区 で は は ん 濫 す る お そ れ が あ り ま す の で 各 自 十 分 安 全 確 保 を 図 る と と も に 、 市

町 村 か ら の避 難 情 報 、 河 川 周 囲 の 状 況 に 留 意 し て 下 さ い 。

【 降 雨 と 水 位 の 現 況 】

停 滞 前 線 と 台 風 ○ 号 に よ るS 川 流 域 の 流 域 平 均 雨 量 は 、 降 り 始 め の1 1 日 2 時 か ら 1 1 日 2 2 時 ま

で の 間 で 、2 5 0 ミ リ に 達 し ま し た 。 ま た 、 所 に よ り1 時 間 に 3 0 ミ リ の 雨 が 降 っ て い ま す 。

S 川 の 水 位 は 1 1 日 2 2 時 1 0 分 現 在 、 次 の と お り で す 。

・ S 水 位 観 測 所 〔N 市 M 区 N 〕で 5 .5 m（水 位 危 険 度レ ベ ル ４ ）

（ 1 時 間 に 2 5 c m の 速 さ で 上 昇 中 ）

【 降 雨 と 水 位 の 予 想 】

こ の 雨 は 、 当 分 こ の 状 態 が 続 く で し ょ う 。1 1 日 2 2 時 か ら 1 2 日 1 時 ま で の S 川 流 域 の 流 域 平 均

雨 量 は 、1 0 0 ミ リ の 見 込 み で す 。

S 川 の 水 位 は 、 は ん 濫 危 険 水 位 を 大 き く 上 回 り 、1 2 日 1 時 0 0 分 に は 次 の と お り と 見 込 ま れ ま す 。

S 水 位 観 測 所 〔N 市 M 区 N 〕 で 7 .4 m 程 度（ 水 位 危 険 度 レ ベ ル ４）（ △ 橋 桁 下 か ら 1ｍ 下 が り ）

〔 参 考 〕

S 水 位 観 測 所 〔N 市 M 区 N 〕

受 け 持 ち 区 間

Ａ 県 Ｂ 市 か ら Ａ 県 Ｃ 町 （ 左 岸 ）

Ｂ 県 Ｂ 市 か ら Ｂ 県 Ｃ 町 （ 右 岸 ）

は ん 濫 危 険 水 位 5 .5 m、 避 難 判 断 水 位 5 .0 m、 は ん 濫 注 意 水 位（ 警 戒 水 位 ）4 .6 m

水 防 団 待 機 水 位 ○.○ m 、 平 常 水 位 1 .2 6 m

水 位 危 険 度 レ ベ ル

■ レ ベ ル ５ は ん 濫 の 発 生

■ レ ベ ル ４ は ん 濫 危 険 水 位 超 過 ： （5 .5 m～ ）

■ レ ベ ル ３ 避 難 判 断 水 位 超 過 ： （5 .0ｍ ～ 5 .5 m）

■ レ ベ ル ２ は ん 濫 注 意 水 位（ 警 戒 水 位 ）超 過 ： （4 .6ｍ ～ 5 .0ｍ ）

■ レ ベ ル １ 水 防 団 待 機 水 位 超 過 ： （ ○.○ ｍ ～4 .6 m）

S 川 は ん 濫 危 険 情 報

S 川 洪 水 予 報 第 ○ 号

洪 水 警 報

平 成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 2 2 時 4 0 分

□ □ 河 川 国 道 事 務 所 ・ ☆ ☆ 気 象 台 共 同 発 表

S 川 は ん 濫 危 険 水 位 に 到 達 は ん 濫 の お そ れ あ り

【 主 文 】

Ｓ 川 の Ｓ 水 位 観 測 所 （ Ａ 県 Ｂ 市 Ｃ 地 区 ） で は 、 は ん 濫 危 険 水 位 に 達 しレ ベ ル ４ に 移 行 しま し た 。

Ｃ 市 Ｄ 地 区 ～ Ｅ 地 区 で は は ん 濫 す る お そ れ が あ り ま す の で 各 自 十 分 安 全 確 保 を 図 る と と も に 、 市

町 村 か ら の避 難 情 報 、 河 川 周 囲 の 状 況 に 留 意 し て 下 さ い 。

【 降 雨 と 水 位 の 現 況 】

停 滞 前 線 と 台 風 ○ 号 に よ るS 川 流 域 の 流 域 平 均 雨 量 は 、 降 り 始 め の1 1 日 2 時 か ら 1 1 日 2 2 時 ま

で の 間 で 、2 5 0 ミ リ に 達 し ま し た 。 ま た 、 所 に よ り1 時 間 に 3 0 ミ リ の 雨 が 降 っ て い ま す 。

S 川 の 水 位 は 1 1 日 2 2 時 1 0 分 現 在 、 次 の と お り で す 。

・ S 水 位 観 測 所 〔N 市 M 区 N 〕で 5 .5 m（水 位 危 険 度レ ベ ル ４ ）

（ 1 時 間 に 2 5 c m の 速 さ で 上 昇 中 ）

【 降 雨 と 水 位 の 予 想 】

こ の 雨 は 、 当 分 こ の 状 態 が 続 く で し ょ う 。1 1 日 2 2 時 か ら 1 2 日 1 時 ま で の S 川 流 域 の 流 域 平 均

雨 量 は 、1 0 0 ミ リ の 見 込 み で す 。

S 川 の 水 位 は 、 は ん 濫 危 険 水 位 を 大 き く 上 回 り 、1 2 日 1 時 0 0 分 に は 次 の と お り と 見 込 ま れ ま す 。

S 水 位 観 測 所 〔N 市 M 区 N 〕 で 7 .4 m 程 度（ 水 位 危 険 度 レ ベ ル ４）（ △ 橋 桁 下 か ら 1ｍ 下 が り ）

〔 参 考 〕

S 水 位 観 測 所 〔N 市 M 区 N 〕

受 け 持 ち 区 間

Ａ 県 Ｂ 市 か ら Ａ 県 Ｃ 町 （ 左 岸 ）

Ｂ 県 Ｂ 市 か ら Ｂ 県 Ｃ 町 （ 右 岸 ）

は ん 濫 危 険 水 位 5 .5 m、 避 難 判 断 水 位 5 .0 m、 は ん 濫 注 意 水 位（ 警 戒 水 位 ）4 .6 m

水 防 団 待 機 水 位 ○.○ m 、 平 常 水 位 1 .2 6 m

水 位 危 険 度 レ ベ ル

■ レ ベ ル ５ は ん 濫 の 発 生

■ レ ベ ル ４ は ん 濫 危 険 水 位 超 過

S 川 は ん 濫 危 険 情 報

S 川 洪 水 予 報 第 ○ 号

洪 水 警 報

平 成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 2 2 時 4 0 分

□ □ 河 川 国 道 事 務 所 ・ ☆ ☆ 気 象 台 共 同 発 表

S 川 は ん 濫 危 険 水 位 に 到 達 は ん 濫 の お そ れ あ り

【 主 文 】

Ｓ 川 の Ｓ 水 位 観 測 所 （ Ａ 県 Ｂ 市 Ｃ 地 区 ） で は 、 は ん 濫 危 険 水 位 に 達 しレ ベ ル ４ に 移 行 しま し た 。

Ｃ 市 Ｄ 地 区 ～ Ｅ 地 区 で は は ん 濫 す る お そ れ が あ り ま す の で 各 自 十 分 安 全 確 保 を 図 る と と も に 、 市

町 村 か ら の避 難 情 報 、 河 川 周 囲 の 状 況 に 留 意 し て 下 さ い 。

【 降 雨 と 水 位 の 現 況 】

停 滞 前 線 と 台 風 ○ 号 に よ るS 川 流 域 の 流 域 平 均 雨 量 は 、 降 り 始 め の1 1 日 2 時 か ら 1 1 日 2 2 時 ま

で の 間 で 、2 5 0 ミ リ に 達 し ま し た 。 ま た 、 所 に よ り1 時 間 に 3 0 ミ リ の 雨 が 降 っ て い ま す 。

S 川 の 水 位 は 1 1 日 2 2 時 1 0 分 現 在 、 次 の と お り で す 。

・ S 水 位 観 測 所 〔N 市 M 区 N 〕で 5 .5 m（水 位 危 険 度レ ベ ル ４ ）

（ 1 時 間 に 2 5 c m の 速 さ で 上 昇 中 ）

【 降 雨 と 水 位 の 予 想 】

こ の 雨 は 、 当 分 こ の 状 態 が 続 く で し ょ う 。1 1 日 2 2 時 か ら 1 2 日 1 時 ま で の S 川 流 域 の 流 域 平 均

雨 量 は 、1 0 0 ミ リ の 見 込 み で す 。

S 川 の 水 位 は 、 は ん 濫 危 険 水 位 を 大 き く 上 回 り 、1 2 日 1 時 0 0 分 に は 次 の と お り と 見 込 ま れ ま す 。

S 水 位 観 測 所 〔N 市 M 区 N 〕 で 7 .4 m 程 度（ 水 位 危 険 度 レ ベ ル ４）（ △ 橋 桁 下 か ら 1ｍ 下 が り ）

〔 参 考 〕

S 水 位 観 測 所 〔N 市 M 区 N 〕

受 け 持 ち 区 間

Ａ 県 Ｂ 市 か ら Ａ 県 Ｃ 町 （ 左 岸 ）

Ｂ 県 Ｂ 市 か ら Ｂ 県 Ｃ 町 （ 右 岸 ）

は ん 濫 危 険 水 位 5 .5 m、 避 難 判 断 水 位 5 .0 m、 は ん 濫 注 意 水 位（ 警 戒 水 位 ）4 .6 m

水 防 団 待 機 水 位 ○.○ m 、 平 常 水 位 1 .2 6 m

水 位 危 険 度 レ ベ ル

■ レ ベ ル ５ は ん 濫 の 発 生

■ レ ベ ル ４ は ん 濫 危 険 水 位 超 過 ： （5 .5 m～ ）

■ レ ベ ル ３ 避 難 判 断 水 位 超 過 ： （5 .0ｍ ～ 5 .5 m）

■ レ ベ ル ２ は ん 濫 注 意 水 位（ 警 戒 水 位 ）超 過 ： （4 .6ｍ ～ 5 .0ｍ ）

■ レ ベ ル １ 水 防 団 待 機 水 位 超 過 ： （ ○.○ ｍ ～4 .6 m）

Regional 
Development 
Bureau, MLIT  

Rainfall Radar  Water level and 
flood discharge 

Collecting information Forecast water level 

Send alert by display 
and speaker 

Processing and providing 
information  
in a unified manner 

River patrol CCTV Camera 

Sending information to 
head of municipality for 

evacuation warning 

Send information to disaster 
management organizations 

(Prefecture etc. ) 

Information 
dissemination 

River Management Office, MLIT (Ministry of Infrastructure) 

Auto Observation 



•Precipitation by hyeto 
meter 

•Precipitation by radar rain 
gauges 

•Water levels  etc. 
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Water level graph at observation station by internet 

Non-structural measures 
- Providing river observation and related information - 



Non-structural measures 
- Flood Fighting and Urgent Response activities -  
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Assisting flood fighting activities 

Mitigate damages (pumping up 
flooded water) 



Evacuation 
places 

Hospitals 

Simulated 
inundation 

area 

Non-structural measures 
- Promoting awareness of local residents (Flood Hazard Map) - 

Road net 
work for 

evacuation 



This symbol indicates 
that the area 
concerned may be 
affected by floods.  

This symbol shows a 
safe building that 
provides a shelter when 
a disaster occurs.  

[Flood-related symbols] 
                                                        ＪＩＳ Z8210:2006 

[Flood] 

[Evacuation site (building)] 

Examples of flood-related signs installed 

Information on the assumed flood water depth, evacuation sites, etc. is indicated on electric poles 
and the walls of public facilities. 21 

Non-structural measures 
- Promoting awareness of local residents (Indication of assumed flood water 

depth and other information in town) - 



4) Observation systems 
Why observation system is so important ? 

 
• Flood forecasting  Evacuation warning, Preventing 

and alleviating damages  

• Drought forecasting →  Conciliation of water use 

• Making river improvement plan and land use plan  

– To understand river basin features 

– To know effects of various kinds of measures for flood 
management 

– To know climate change impact 

– Education and promoting people’s awareness 

– Training for responsible staff for flood management  

 

 

 



  4) Observation systems 

 
■Number of rainfall and water level observatory stations                
with telemetry system (as of 2012)                         

Jurisdiction Rainfall Water level 

Water and Disaster 
Management Bureau, MLIT 

2,401 2,263 

Prefectures 4,722 4,175 

Japan Meteorological 
Agency 

1,291 0 

Total 8,414 6,438 
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※ Based on the standard of river management, one rain gauge should be installed          
      at least in 50 km2 in the area of river basin. 
※ Discharge is also observed by calculating from observed water depth and velocity.  



Radar rain gauges have been installed at 
26 locations throughout the country.  

The information of 1-km mesh resolution 
is updated every half an hour and 
available on the Internet.  

The radar data are calibrated using the 
dynamic window method with  ground 
rain guges (10-min. telemetered data)  

26 Rainfall radars (C band: 4-8GHz) installed by MLIT 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

X band (8-12GHz) multi parameter 
radar: 250m resolution  
every 1 minute delivery 
(V-H polarized waves identify rainfall 
intensity: No need calibration) 

C band (4-8GHz) radar: 
1km resolution 
every 5  minutes delivery 
(Real time calibration with 
ground gauges) 

However, X band radar cannot observe behind intense rain area due to 
echo attenuation . 
Therefore, we need a lot of X band radars to observe very intense rain. 



X band (8-12GHz) multi parameter radar stations (total 35) 

Operation 
 
Operation 
from 2013 
                 total 
Under 
construction 



Parameters of hydrological simulation models should 
be calibrated and validated by in-situ observed data 
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エラー! 参照元が見つかりません。(3) テレメータ雨量、レーダ雨量、レーダアメダス解析雨量に

よる流出解析結果 

（平成 16 年 10 月洪水） 
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Hydrograph using ground gauges 
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Summary 

• There are various flood prevention and damage reduction 
measures including structural measures, retaining water in the 
basins and non-structural measures.  

 

• We should consider features of the river based on the basic data 
and take comprehensive measures to prevent / mitigate flood 
damages effectively in the basin. 

 

• Observation systems are very important to store and analyze basic 
data such as rainfall, water level, water discharge as well as 
topography, soil data in the basin. These data are useful to use 
hydrological simulation model to predict flood occurrence for early 
evacuation and flood fighting activities and also make a 
comprehensive  river management plan. 

 

 



Thank you very much 


